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（１）第２次甲州市総合計画の策定（案）について 

（２）意見交換 
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資料１：甲州市まちづくりプラン 

    （参考）前回までの目次体系 

資料２：〔第２次甲州市総合計画〕今後の策定スケジュール 

資料３：第３回審議会からの策定内容の変更について 
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事務局 

１ 開 会 

ただいまより、第２次甲州市総合計画の策定に向けた第３回審議会を開催し

ます。 

本会議は、欠席委員が多いですが、甲州市付属機関設置に関する条例に基づ

き、過半数の出席がありますので、成立していることをご報告します。 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事 

議事の進行については、甲州市付属機関設置に関する条例に基づき、会長に

議長をお願いすることとなっています。丸山会長、お願いします。 

 

（１）第２次甲州市総合計画の策定（案）について 

次第に従って、議事を進行します。「（１）第２次甲州市総合計画の策定（案）

について」から始めます。事務局より、説明をお願いします。 

 

（事務局により、会議資料の確認） 

「資料１：甲州市まちづくりプラン」、「（参考）前回までの目次体系」及び

「資料３：第３回審議会からの策定内容の変更について」により、第２次甲州

市総合計画の策定（案）について、事務局より説明。 

 

この会議が最後となりますので、なるべく意見をお願いします。いかがでし

ょうか。 

 

Ｐ．56、現状と課題、３段落目、「寿マスターの実践」は今年度終了するこ

とが確定しているので、削除してほしい。 

Ｐ．57、主要施策１、３段落目、「市民の福祉意義」を「市民の福祉意識」

にした方がよいと考えます。 

Ｐ．57、主要施策２、「甲州市社会福祉協議会発展・強化計画」については、

継続性を考えて、「甲州市社会福祉協議会地域福祉活動計画」にした方がよい

と考えます。 

Ｐ．62、現状と課題、５段落目、平成 27 年の生活困窮者自立支援法に基づ

き、社会福祉協議会では、市の委託により、甲州市生活支援センターブリッジ

を設立し、活動しているので、このことについて記載した方がよいと考えます。 

Ｐ．64、主要施策１、生活困窮者、方向性と主な取り組みに、甲州市生活支

援センターブリッジについて記載した方がよいと考えます。 

 

事業が終了しているものは、削除する予定であるが、ご意見については、担
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当課と最終的な確認をし、修正する予定です。 

 

現在、男女共同参画２次プランの策定にも関わっており、本日の夜に推進委

員会があるで、「まちづくりプラン」と整合性を図るため、個人として疑問を

持っているところなど、委員会で相談させて頂き、後日意見として提出したい

と考えています。 

 

基本的に、この審議会では、各団体の長が参加していますが、団体で協議す

るのではなく、個人として参加して頂いています。今回の件では、委員会で相

談するということでよろしいでしょうか。 

 

そのような形でお願いします。大きく変更するのではなく、言葉の使い方、

追加等を考えているだけです。 

 

本計画は、市の最上位計画であり、分野別計画が数多くぶら下がっており、

本計画では、主要部分のみが入っていることを考慮してください。 

 

Ｐ．18、１の５段落目、「一体となった」の後が切れている。 

 

 

追加の文章が抜けているので、再度資料として提供します。 

 

Ｐ．19、４の２段落目、「３Ｒ」とあるが、わかりにくい言葉なので、わか

りやすい言葉を使ってほしい。 

Ｐ．90、施策のめざす方向、１段落目、「ごみを出さないライフスタイル」

とあるが、無理であるので、「ごみを少なくする」という表現にした方がよい

と考えます。 

 

全体的に見直す中で、専門的な表現については、注釈をつけてわかりやすく

します。 

Ｐ．90 の表現につきましては、担当課と確認し、表現を検討します。 

 

Ｐ．76、目標指標、マイナンバーカードの数値が累積か単年度かわからない。 

 

この指標は、累積です。指標については、累積か年度かわかるように表記し

ます。 

 

Ｐ．40、目標指標、観光ガイド数、どこから出ている目標数値であるのか。

リニアの開通などを考えると、この数値では足りなくなるため、もっと重要視

した方がよいと考えます。 
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観光入込数は、県の目標値から算出し、そこからガイド数を割り出している

と考えられます。詳細については、担当課と確認します。 

 

観光ガイドが、観光客に対して間に合わない可能性があるので、受け入れ体

制の構築を市としても強化してほしい。 

 

ガイド数の目標値については、担当課に確認するが、受け入れ体制などは、

Ｐ．41 の主要施策２及び３で市としても推進していくことにしています。 

 

（その他） 

スケジュールについて、「資料２：〔第２次甲州市総合計画〕今後の策定スケ

ジュール」により、事務局が説明。 

最後の審議会は、１月を予定しており、答申となります。市長も出席し、意

見交換を考えています。 

 

最後の審議会は答申となるので、今回の変更点やパブコメによる変更点を事

前に教えてほしい。 

 

変更点については、通知と一緒に資料をご送付します。 

 

４ 閉会 

以上 

 


